
今月の表紙 2021.7.14

保育所の子供たちが、職場見学
　保育所の子供たちが、職場見学と題して、役場を訪れました。普段はなかなか入ることのできない村
長室のほか、各執務室を見学しました。
　後日、子供たちからメッセージが添えられたお礼状をいただきました。

村のいとなみを伝えるマガジン
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村のデキゴト
Topics

　

7
月
6
日
に
発
行
の
広
報

し
ょ
う
わ
号
外
で
も
お
伝
え

し
ま
し
た
が
、
7
月
2
日
に

「
博
士
ト
ン
ネ
ル
」
が
貫
通

し
ま
し
た
。

　

10
時
31
分
頃
、
昭
和
村
側

か
ら
の
発
破
（
ダ
イ
ナ
マ
イ

ト
に
よ
る
爆
破
）
に
よ
り
、

す
で
に
掘
削
が
完
了
し
て
い

た
会
津
美
里
町
側
と
合
わ
せ

て
、
4
5
0
3
m
が
、
一

つ
の
ト
ン
ネ
ル
と
し
て
繋
が

り
ま
し
た
。

　

工
事
を
進
め
て
き
た
戸

田
・
フ
ジ
タ
・
会
津
土
建
特

定
共
同
企
業
体
の
三
宅
所
長

に
お
話
を
伺
う
と
、「
湧
水

や
土
質
の
関
係
で
苦
労
し
た

が
、
無
事
貫
通
で
き
て
誇
り

に
思
う
。」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
甲
子
ト
ン

ネ
ル
の
よ
う
に
、
空
気
や
水

に
触
れ
る
と
変
化
す
る
土
質

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
特
殊
な

設
計
を
組
ん
で
、
そ
の
対
応

も
行
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

開
通
ま
で
は
、
ま
だ
時
間

を
要
し
ま
す
が
、
村
民
悲
願

の
博
士
ト
ン
ネ
ル
完
成
へ
ま

た
一
歩
前
進
で
す
。

　

役
場
窓
口
で
は
、
貫
通
点

付
近
で
採
取
さ
れ
た
ご
利
益

が
あ
る
と
言
わ
れ
る
「
貫
通

石
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
の

で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役

場
窓
口
に
て
、
お
持
ち
帰
り

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
当
日
の
様
子
を
収

め
た
記
録
映
像
は
、
村
公
式

Y
o
u
t
u
b
e
チ
ャ
ン

ネ
ル
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

博士トンネル

貫通

昭和学講座はじまる

　

昭
和
村
公
民
館
に
お
い
て
、

今
年
度
の
昭
和
学
講
座
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、「
昭
和
村

の
歴
史
2
」
を
題
材
に
、
文

化
財
保
護
審
議
会
委
員
長
の

菅
家
博
昭
さ
ん
に
よ
る
講
義

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

7
月
20
日
の
第
1
回
目
は
、

「
樹
木
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

各
地
区
で
の
聞
き
取
り
か
ら

分
か
っ
た
事
や
、
最
新
の
研

究
に
つ
い
て
も
解
説
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
2
部
と
し
て
、「
研
究

発
表
」
が
行
わ
れ
、
こ
の
日

は
、
か
ら
む
し
工
芸
博
物
館

の
松
尾
悠
亮
（
地
域
お
こ
し

協
力
隊
）
さ
ん
が
、「
江
戸

時
代
の
農
書
・
本
草
書
に
み

る
苧
」
を
テ
ー
マ
に
、
様
々

な
農
書
に
書
か
れ
た
か
ら
む

し
を
比
較
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

次
回
は
8
月
24
日
（
火
）

に
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
講
座
は
、
村
公
式

Y
o
u
t
u
b
e
チ
ャ
ン

ネ
ル
で
も
配
信
し
て
い
ま
す
。

▶︎　
発
破
の
瞬
間
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地域の幸せづくり活動紹介〜これならスムーズ　感染予防対策法！〜

　子どもから高齢者まで気軽にできる、スカットボールや囲碁ボール、ボッチャなど
の “ニュースポーツ ”をご存じですか？これまでは、選手交代の際にスティックやボー
ルを消毒しながらおこなっていましたが、競技する選手一人ひとりが使い捨て手袋を
着用することで消毒の手間が省けてスムーズな選手交代ができます。
　ちょっとした工夫で、安心して楽しくスポーツを楽しむことができそうですね。
　スカットボールと囲碁ボールは、すみれ荘内の
役場保健福祉課（電話 57-2645）、ボッチャは社
会福祉協議会（電話 57-2655）で貸出しをして
います。お気軽にお問合せください。

( 写真 )
7 月 16 日は、公民館で老人クラブ連合会さんと
放課後児童クラブの子供さんでニュースポーツを
楽しみました。

公民館日誌
○千歳学級・老人クラブ連合会「暮らしのセミナー」　6月25日

　千歳学級と老人クラブ連合会の共催で、人生
100 年時代を安心して健康に過ごすことを目的と
した「暮らしのセミナー」を公民館で開催しました。

【第 1 部】「金融講座」　
　金融広報アドバイザーの  田崎由子さんに、「人
生を豊かにするライフプラン」をテーマとして生
活の見直しや終活のポイントなど快適な老後を過
ごす為にやるべきライフプランの大切さと、悪質
詐欺とその対処法についてお話いただきました。

【第 2 部】「ラジオ体操講座」　
　ラジオ体操１級指導士の遠藤美弥子さんに、「効
果的なラジオ体操」をテーマとして、ラジオ体操
第一を中心に体操の一つ一つの動作の意味を確認
しながら実践しました。児童クラブの子ども達も
参加し和気あいあいとした雰囲気の中、楽しく気
持ち良く体を動かしました。
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村
で
は
、
定
例
議
会
に
、

各
分
野
の
事
務
事
業
な
ど
の

進
捗
状
況
な
ど
を
行
政
報
告

と
し
て
議
会
へ
報
告
し
て
い

ま
す
。
6
月
議
会
に
お
け
る

そ
の
報
告
の
あ
ら
ま
し
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　

感
染
症
関
連

・
本
村
に
お
い
て
も
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
5
月
6
日
か
ら

開
始
し
ま
し
た
。

  

75
歳
以
上
の
希
望
者
に
は

6
月
16
日
に
2
回
目
の
接

種
を
終
え
、
65
歳
か
ら
74

歳
ま
で
の
希
望
者
に
つ
い

て
も
、
7
月
中
旬
に
は
2

回
目
の
接
種
を
終
え
る
見

通
し
で
す
。

・
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
感
染
リ

ス
ク
を
低
減
し
、
重
症
化

を
防
ぐ
有
効
な
手
段
で
す

の
で
、
64
歳
以
下
の
希
望

者
に
対
す
る
接
種
に
つ
い

て
も
計
画
的
に
準
備
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

・
こ
れ
ま
で
よ
り
感
染
力
が

高
く
、
重
症
化
し
や
す
い

と
言
わ
れ
る
変
異
株
に
よ

る
感
染
者
数
の
増
加
が
全

国
的
に
警
戒
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
県
内
外
の
感
染

状
況
を
注
視
し
、
国
や
県

の
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

引
き
続
き
必
要
な
対
策
を

講
じ
て
村
民
の
不
安
解
消

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

●
互
助
の
村
づ
く
り

・
集
落
の
今
後
の
あ
る
べ

き
姿
を
、
集
落
自
ら
が
主

体
と
な
っ
て
ビ
ジ
ョ
ン
を

描
く
集
落
戦
略
策
定
事
業

に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と

こ
ろ
2
つ
の
集
落
が
策
定

に
取
り
組
む
計
画
で
す
の

で
、
行
政
と
し
て
も
支
援

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

●
公
共
交
通
対
策
及
び

   

空
き
家
対
策

・
昨
年
の
12
月
1
日
か
ら
今

年
の
3
月
31
日
ま
で
実
施

し
た
昭
和
村
南
会
津
町
生

活
バ
ス
の
冬
季
試
験
運
行

に
つ
い
て
は
、悪
天
候
だ
っ

た
3
日
間
を
除
き
１
１
８

日
間
運
行
し
、
延
べ
99
人

が
利
用
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

今
後
の
地
域
に
お
け
る
合

理
的
な
公
共
交
通
の
あ
り

方
を
検
討
し
、
計
画
を
策

定
す
る
際
の
参
考
と
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

・
空
き
家
の
適
正
な
管
理
に

関
し
て
は
、
昨
年
認
定
し

た
特
定
空
家
1
棟
に
つ
い

て
、
管
理
者
が
空
き
家
住

宅
解
体
助
成
事
業
を
活
用

し
、
3
月
下
旬
に
除
却
が

完
了
し
て
い
ま
す
。

●
自
治
体
の
デ
ジ
タ
ル
変
革

・
今
年
度
か
ら
本
格
的
に
取

り
組
む
自
治
体
の
デ
ジ
タ

ル
変
革
に
つ
い
て
は
、
4

月
1
日
か
ら
総
務
課
に
そ

の
推
進
の
中
心
と
な
る
企

画
創
生
係
を
新
設
す
る
と

と
も
に
、
各
課
横
断
的
な

推
進
チ
ー
ム
を
編
成
し
ま

し
た
。
今
後
は
、住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
主
た
る
目

的
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
も
活
用
し
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

・
政
府
の
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推

進
計
画
で
重
点
事
項
の
一

つ
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
普
及
促
進
に
つ
い
て
は
、

5
月
1
日
現
在
で
本
村
の

交
付
枚
数
率
は
45
・
8
パ
ー

セ
ン
ト
と
、
全
国
の
市
区

町
村
で
17
番
目
の
交
付
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
国

で
は
令
和
4
年
度
末
ま
で

に
、
ほ
ぼ
全
国
民
に
行
き

渡
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
本
村
も
さ

ら
に
推
進
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

●
か
ら
む
し
織
体
験
生
事
業

・
昨
年
度
に
採
用
し
た
27
期

生
4
名
が
体
験
を
修
了
し
、

そ
の
う
ち
3
名
が
引
き
続

き
研
修
生
と
し
て
村
に
留

ま
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

・
今
年
度
に
お
い
て
も
、
4

名
の
体
験
生
が
28
期
生
と

し
て
入
村
し
、
5
月
の
連

休
明
け
以
降
、
か
ら
む
し

栽
培
か
ら
織
り
に
い
た
る

全
工
程
と
山
村
生
活
の
体

験
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

●
稲
作

・
米
の
生
産
に
つ
い
て
は
、

平
成
30
年
産
か
ら
生
産
数

量
目
標
の
配
分
が
廃
止
さ

れ
、
需
要
に
応
じ
た
生
産
・

販
売
が
推
進
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
本
村
の
令
和
3
年

産
に
お
け
る
主
食
用
米
の

作
付
予
定
面
積
は
、
生
産

数
量
の
目
安
と
し
て
示
さ

れ
た
１
５
０
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
対
し
、
4
月
末
時
点
で

１
４
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な

り
、
令
和
2
年
産
米
の
実

績
と
比
較
し
約
3
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
作
付
転
換
が
図

ら
れ
て
い
ま
す
。

・
人
口
減
少
等
に
よ
り
、
国

内
の
需
要
減
退
が
続
く
と

見
込
ま
れ
る
中
で
、
令
和

2
年
産
の
需
給
は
、
需
要

減
少
に
見
合
っ
た
作
付
面

積
の
削
減
が
進
ま
ず
、
さ

ら
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
等
に
よ
る
消
費

減
退
も
加
わ
り
、
在
庫
の

過
剰
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

需
給
と
価
格
の
安
定
を
図

る
た
め
に
は
、
令
和
3
年

産
の
主
食
用
米
に
つ
い
て
、

全
国
で
過
去
最
大
規
模
と

な
る
約
7
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

福
島
県
で
は
約
３
５
０
０

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
作
付
転
換

が
必
要
と
さ
れ
、
こ
れ
が

実
現
で
き
な
け
れ
ば
、
需

給
と
価
格
の
安
定
が
崩
れ
、

危
機
的
な
状
況
に
陥
り
か

ね
な
い
状
況
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
国
や
福
島

県
、
県
内
の
各
市
町
村
で

は
、
非
主
食
用
米
へ
の
転

換
に
対
す
る
支
援
策
を
講

じ
、
令
和
3
年
産
米
の
需

要
に
応
じ
た
生
産
・
販
売

に
向
け
た
推
進
に
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
が
、
非
主

食
用
米
へ
の
作
付
転
換
の

取
り
組
み
は
思
う
よ
う
に

進
ん
で
い
な
い
状
況
で
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

令
和
3
年
　
6
月
議
会

行
政
報
告
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福
島
県
や
Ｊ
Ａ
等
で
は
、

現
在
も
非
主
食
用
米
へ
の

作
付
け
転
換
の
呼
び
掛
け

が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
情
報
の
収
集
に
努
め
、

今
後
の
動
向
を
注
視
す
る

と
と
も
に
、
現
状
の
ま
ま

非
主
食
用
米
へ
の
作
付
け

転
換
が
進
ま
ず
、
需
給
の

均
衡
が
崩
れ
た
場
合
に
は
、

民
間
の
在
庫
量
が
激
増
し
、

米
価
の
下
落
の
み
な
ら
ず
、

販
売
が
滞
る
懸
念
も
あ
り

ま
す
の
で
、
各
関
係
機
関

で
構
成
す
る
地
域
農
業
再

生
協
議
会
と
情
報
の
共
有

を
図
り
な
が
ら
、
今
後
の

対
応
等
に
つ
い
て
協
議
し

て
い
き
ま
す
。

●
鳥
獣
被
害
対
策

・
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
畦
畔

や
畑
作
物
の
掘
り
起
こ
し
、

さ
ら
に
は
水
田
内
へ
の
進

入
な
ど
、
鳥
獣
に
よ
る
被

害
は
本
村
の
全
域
に
範
囲

が
拡
大
し
深
刻
な
状
況
で

す
の
で
、
地
域
が
主
体
と

な
っ
た
広
範
囲
で
の
電
気

柵
の
設
置
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
、
集
落

等
に
対
し
積
極
的
な
推
進

を
図
り
、
令
和
2
年
度
に

お
い
て
は
、
2
つ
の
集
落

及
び
2
つ
の
法
人
で
取
り

組
み
が
開
始
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
本
年
度
は
新

た
に
2
つ
の
集
落
及
び
1

つ
の
団
体
で
取
り
組
み
が

開
始
さ
れ
て
お
り
、
被
害

の
軽
減
が
期
待
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。

・
鳥
獣
の
侵
入
を
防
ぐ
広

域
的
な
電
気
柵
等
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
全
村
を
範

囲
と
す
る
対
策
が
重
要
に

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

対
策
に
取
り
組
ま
れ
て
い

な
い
集
落
に
対
し
ま
し
て

は
、
今
後
と
も
地
区
役
員

の
方
々
と
の
話
し
合
い
を

継
続
し
な
が
ら
、
集
落
の

実
情
に
即
し
た
対
策
等
の

推
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

・
本
年
度
に
お
い
て
も
、
ワ

ナ
猟
免
許
の
取
得
支
援
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
令

和
3
年
度
か
ら
の
新
た
な

支
援
と
な
る
銃
猟
免
許
の

資
格
取
得
に
対
す
る
補
助

を
行
い
な
が
ら
、
個
体
数

の
減
少
に
つ
な
げ
ら
れ
る

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

・
個
人
が
購
入
す
る
電
気
柵

へ
の
補
助
を
引
き
続
き
行

う
と
と
も
に
、
ワ
ナ
猟
免

許
の
所
持
者
が
購
入
す
る

く
く
り
罠
等
の
補
助
を
新

た
に
行
う
な
ど
、
鳥
獣
に

よ
る
被
害
軽
減
対
策
の
推

進
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

き
ま
す
。

●
商
工
関
係

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
収
束
は
未
だ
見
通
せ
な

い
状
況
に
あ
り
、
地
域
経

済
等
に
与
え
る
影
響
が
長

期
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

飲
食
業
や
宿
泊
業
、
小
売

業
等
の
あ
ら
ゆ
る
業
種
に

お
け
る
売
り
上
げ
の
減
少

等
で
、
村
内
の
経
済
は
疲

弊
し
活
気
が
失
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
地
域
住
民

が
日
常
の
生
活
を
営
む
上

に
お
い
て
も
、
様
々
な
支

障
等
が
生
じ
る
な
ど
、
本

村
を
取
り
巻
く
状
況
は
大

変
厳
し
い
も
の
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

・
こ
の
こ
と
か
ら
、
全
村
民

に
対
す
る
日
常
生
活
等
の

支
援
並
び
に
村
内
商
工
業

に
対
す
る
支
援
策
と
し
て
、

村
民
の
消
費
喚
起
を
促
す

こ
と
に
よ
り
、
疲
弊
し
た

地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ

る
と
と
も
に
、
村
内
で
の

消
費
拡
大
に
よ
る
地
域
振

興
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
「
か
ら
む
し
織
の

里
地
域
振
興
券
発
行
事
業
」

を
本
定
例
会
に
補
正
予
算

と
し
て
計
上
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
国
や
県
の
動

向
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、

昭
和
村
商
工
会
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
村
内
事
業

者
等
の
情
報
収
集
に
努
め
、

必
要
と
す
る
支
援
等
の
検

討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

・
地
域
人
口
の
急
減
に
対
処

す
る
た
め
、
年
間
を
通
じ

た
仕
事
を
創
出
し
、
安
定

的
な
雇
用
環
境
を
通
じ
た

地
域
の
担
い
手
を
確
保
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た「
特

定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同

組
合
制
度
」
が
、
昭
和
村
、

柳
津
町
、
三
島
町
の
商
工

会
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
本
村
と
し
て
も
、

将
来
を
見
据
え
た
村
内
商

工
業
の
継
続
的
な
経
営
の

確
保
に
向
け
、支
援
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

●
花
き
関
係

・
昨
年
度
か
ら
の
繰
越
事

業
で
あ
る
昭
和
村
農
林
水

産
物
集
出
荷
貯
蔵
施
設
改

修
工
事
の
6
月
15
日
時
点

に
お
け
る
出
来
高
は
、
計

画
の
工
程
を
上
回
る
約
80

パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
、
工

事
が
順
調
に
進
捗
し
て
い

ま
す
。

・
主
要
品
目
の
宿
根
カ
ス
ミ

ソ
ウ
に
つ
い
て
、
本
年
の

出
荷
状
況
等
を
Ｊ
Ａ
会
津

よ
つ
ば
昭
和
営
農
経
済
セ

ン
タ
ー
に
確
認
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、
季
咲
分
は
6
月

上
旬
に
出
荷
が
開
始
さ
れ
、

順
次
数
量
が
増
加
し
て
い

く
予
想
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

・
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、

昨
年
度
に
続
き
4
月
に
予

定
さ
れ
て
い
た
Ｊ
Ａ
会
津

よ
つ
ば
か
す
み
草
部
会
の

総
会
等
は
中
止
と
な
り
ま

し
た
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
よ
る
影
響
が

長
期
化
し
、
イ
ベ
ン
ト
等

の
自
粛
な
ど
で
需
要
が
減

少
に
転
じ
、
販
売
価
格
が

下
落
す
る
場
合
な
ど
が
想

定
さ
れ
ま
す
の
で
、
各
関

係
機
関
と
の
情
報
共
有
を

図
り
な
が
ら
、
対
応
策
等

の
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

・
新
規
農
業
参
入
推
進
事
業

に
つ
い
て
は
、
本
年
は
新

た
に
2
組
の
方
が
研
修
を

開
始
さ
れ
、
次
年
度
の
営

農
に
向
け
た
技
術
の
習
得

等
に
積
極
的
に
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
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響
に
よ
り
、
か
す
み
の
学
校

等
の
体
験
事
業
を
中
止
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
次
年

度
の
新
規
就
農
者
の
確
保
に

向
け
、
関
係
団
体
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

●
観
光
交
流
の
振
興

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
伴
い
、
4
月

29
日
に
予
定
し
て
い
た「
昭

和
の
日
イ
ベ
ン
ト
」
や
観

光
協
会
主
催
の
「
御
前
ヶ

岳
登
山
」、
姉
妹
都
市
草
加

市
と
の
交
流
活
動
で
あ
る

「
草
加
桜
ま
つ
り
」
や
「
昭

和
村
体
験
ツ
ア
ー
」、「
春

の
味
覚
フ
ェ
ア
」
が
中
止

と
な
り
ま
し
た
が
、
喰
丸

小
を
会
場
と
し
た
小
規
模

な
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
対
策
を
徹
底
し
な
が

ら
実
施
す
る
こ
と
と
し
、

村
民
や
村
内
在
住
者
の
御

協
力
に
よ
り
「
チ
ャ
レ
ン

ジ
シ
ョ
ッ
プ
よ
い
や
れ
屋
」

を
開
催
し
て
お
り
、
地
域

住
民
の
交
流
の
場
と
し
て

活
用
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
現
時
点
に
お
い
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
収
束

時
期
等
を
見
通
す
こ
と
は

困
難
で
あ
り
ま
す
が
、
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
様
々
な

事
業
や
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
・

開
催
方
法
等
に
つ
い
て
、

関
係
団
体
等
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
今
後
も
検
討

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

●
生
活
基
盤
の
整
備

・
小
野
川
地
内
の
村
道
改
良

舗
装
工
事
及
び
大
芦
地
内

の
防
護
柵
改
修
工
事
、
さ

ら
に
、
村
営
住
宅
外
構
工

事
の
測
量
設
計
委
託
に
つ

い
て
は
、
5
月
21
日
に
入

札
を
執
行
し
、
契
約
期
間

内
の
完
成
に
向
け
事
業
を

進
め
て
い
ま
す
。

・
村
道
橋
の
新
田
橋
及
び
沢

口
橋
の
橋
梁
補
修
工
事
及

び
除
雪
機
械
購
入
事
業
に

つ
い
て
は
、
6
月
7
日
に

入
札
を
執
行
し
、
本
定
例

会
に
請
負
契
約
の
議
案
を

提
出
い
た
し
ま
し
た
。

・
国
道
４
０
１
号
博
士
峠
工

区
に
つ
い
て
は
、
ト
ン
ネ

ル
の
掘
削
工
事
が
順
調
に

進
捗
し
て
い
る
と
伺
っ
て

い
ま
す
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
、
国
の
関
係

省
庁
等
へ
の
対
面
に
よ
る

要
望
活
動
は
実
施
で
き
な

い
見
通
し
で
す
の
で
、
参

加
人
員
の
調
整
や
実
施
方

法
等
を
検
討
し
な
が
ら
、

早
期
の
完
成
に
向
け
た
要

望
活
動
を
引
き
続
き
実
施

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

●
上
下
水
道
関
係

・
簡
易
水
道
事
業
、
公
共
下
水

道
事
業
、
農
業
集
落
排
水
事

業
、
合
併
浄
化
槽
事
業
の
各

特
別
会
計
に
お
け
る
地
方
公

営
企
業
会
計
移
行
支
援
業
務

に
つ
い
て
は
、
委
託
契
約
を

締
結
し
令
和
5
年
度
の
移
行

に
向
け
業
務
を
着
実
に
進
め

て
い
ま
す
。

●
防
災
対
策

・
土
砂
災
害
危
険
箇
所
や

氾
濫
・
内
水
浸
水
想
定
箇

所
等
を
網
羅
し
た
昭
和
村

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
業

務
委
託
に
つ
い
て
は
、
5

月
21
日
に
入
札
を
執
行
し
、

年
度
内
の
完
成
に
向
け
業

務
を
進
め
て
い
ま
す
。

・
昭
和
村
消
防
団
の
設
備

に
つ
い
て
は
、
今
年
度
は

第
2
分
団
第
7
班
の
小
型

動
力
ポ
ン
プ
付
き
積
載
車

を
更
新
す
る
計
画
で
あ
り
、

5
月
入
札
を
執
行
し
請
負

業
者
が
決
ま
り
ま
し
た
の

で
、
期
限
内
に
納
車
さ
れ

る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

・
災
害
時
を
想
定
し
て
各

集
落
の
集
会
所
に
配
備
し

て
い
る
非
常
食
の
更
新
に

つ
い
て
は
、
今
年
度
は
3

箇
所
の
集
会
所
が
対
象
と

な
っ
て
お
り
、
先
ご
ろ
更

新
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
他
の
集
会
所
に
つ
い

て
も
計
画
に
沿
っ
て
更
新

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

●
教
育
関
係

・
4
月
6
日
に
小
学
校
4
名
、

中
学
校
3
名
の
新
一
年
生

を
迎
え
、
新
し
い
学
校
生

活
が
始
ま
り
ま
し
た
。

・
小
学
校
で
は
十
分
な
感
染

対
策
を
行
い
、
単
独
で
の

運
動
会
を
村
内
の
親
族
限

定
の
参
加
で
5
月
30
日
に

行
い
ま
し
た
。

・
中
学
校
で
は
全
会
津
中
体

連
卓
球
大
会
男
子
団
体
で

3
位
に
入
り
ま
し
た
。

・
今
後
も
授
業
や
行
事
に
つ

い
て
は
、
中
止
や
延
期
あ

り
き
で
は
な
く
、
感
染
予

防
を
徹
底
し
、
周
辺
の
状

況
に
配
慮
し
な
が
ら
、
可

能
な
限
り
児
童
生
徒
へ
の

不
利
益
が
生
じ
な
い
よ
う

実
施
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

・
工
事
等
の
発
注
状
況
で
す

が
、
昭
和
村
健
康
増
進
施

設
改
修
工
事
設
計
業
務
委

託
、
給
食
セ
ン
タ
ー
用
ス

チ
ー
ム
コ
ン
ベ
ク
シ
ョ
ン

オ
ー
ブ
ン
及
び
食
器
消
毒

保
管
機
購
入
事
業
に
つ
い

て
は
、
5
月
21
日
に
入
札

を
執
行
し
着
手
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
給
食
調
理
環

境
改
善
の
た
め
機
器
の
更

新
を
行
い
、
児
童
生
徒
へ

安
全
で
お
い
し
い
給
食
の

提
供
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
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ふるさと納税 ーご寄付いただいた皆様ありがとうございますー

令和 3 年 6 月 25 日　～　7 月 15 日まで

【寄付件数】　4 件　　【寄付金額】　4 万円
●ご寄付いただいた皆様
  県名　　　   お名前　　　　　 金額
東京都　　 星 　旦二 様　　10,000 円
三重県　　川 西　康子 様　　10,000 円
※寄付申込書において氏名公表可とされた方のみ掲載しております。
　ご寄付は地域の活性化事業や保健・医療・福祉の充実等村の抱え
る課題解決に活用させていただきます。
　ご寄付いただきありがとうございました。

村民・村外（昭和村にご家族・ご親戚がいらっしゃる方）のみなさまへ

　新型コロナウイルス感染症に関する情報は、全戸配布文書及び昭和村ホームページ
　特設ページにて情報をお知らせしています。

　新型コロナウイルス感染症特設ページ ( スマートフォン対応 )
　https://www.vill.showa.fukushima.jp/covid19/

令和 3 年度敬老会中止のお知らせ

　毎年 9 月に開催している敬老会につきまして、新型コロナウイルス感染症拡大防止と、
出席者・関係者の健康と安全の確保のため、今年度は中止いたします。
　なお、記念品及び敬老祝金の贈呈につきましては、対象者へ別途通知いたします。
　対象者
　・記 念 品：昭和 26 年 4 月 2 日～昭和 27 年 4 月 1 日生まれの方
　・敬老祝金：昭和 20 年 10 月 1 日～昭和 21 年 9 月 30 日生まれの方

【お問い合わせ先】保健福祉課　☎ 0241-57-2645

８月は食品衛生月間

　高温多湿になる夏場は食中毒が発生しやすい季節です。
　次の点に注意をして、食中毒予防を心がけましょう

・冷蔵や冷凍の必要な食品の購入後は速やかに持ち帰り、
食品をすぐに冷蔵庫や冷凍庫に保管しましょう。

・調理前や食事の前は、手をしっかり洗いましょう。
・肉や魚は十分に加熱しましょう。
・残った食品が少しでも怪しいと思ったら食べずに捨てましょう。

【お問い合わせ】会津保健福祉事務所 ☎ 0242-29-5516
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【
連
載
】　

新
史
料
紹
介

菅
家　

博
昭
（
大
岐
）

野
尻
組
の
「
麻
」「
か
ら
む
し
」
～
第
91
回
～

昭
和
村
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
長

ロ
シ
ア
そ
の
後

　
か
ら
む
し
工
芸
博
物
館
が

本
村
佐
倉
に
出
来
て
20
年
と

な
る
。

　

明
治
29
年
（
１
８
９
6
）

に
横
浜
港
か
ら
ロ
シ
ア
の
グ

ル
ジ
ア（
現
在
ジ
ョ
ー
ジ
ア
）

に
渡
航
し
た
大
芦
の
五
十
嵐

善
作
・
ハ
ツ
夫
妻
。

　

彼
ら
が
な
ぜ
ロ
シ
ア
に

行
っ
た
の
か
？

　
か
ら
む
し
（
苧
、
繊
維
原

料
と
し
て
の
青
苧
）
は
現
地

に
現
在
も
あ
る
の
か
？
等
々
、

継
続
し
た
調
査
を
し
て
い
る
。

詳
細
は
開
館
時
に
発
刊
さ
れ

た
『
苧
（
か
ら
む
し
）』（
私

も
執
筆
）
に
掲
載
し
て
い
る
。

当
時
役
場
職
員
の
舟
木
幸
一

氏
、
本
名
久
喜
氏
が
、
外
務

省
の
資
料
等
を
調
査
・
写
し

の
入
手
等
を
担
当
さ
れ
た
。

　
今
年
7
月
14
日
に
『
横
浜

植
木
物
語
』（
誠
文
堂
新
光

社
、
4
千
円
）
が
刊
行
さ
れ

た
。
編
者
は
東
京
農
業
大
学

造
園
学
科
教
授
で
あ
っ
た
近

藤
三
雄
農
学
博
士
（
昭
和
23

年
生
）。
明
治
・
大
正
期
の
造

園
の
逸
話
の
研
究
者
で
あ
る
。

執
筆
者
は
3
名
。
横
浜
市
史

資
料
室
の
平
野
正
裕
氏
（
昭

和
35
年
生
）、園
芸
探
偵
の
松

山
誠
氏
（
昭
和
37
年
生
）、東

京
農
業
大
学
地
域
環
境
科
学

部
造
園
科
学
科
教
授
の
粟
野

隆
氏
（
昭
和
51
年
生
）。

　
松
山
氏
は
、
東
京
都
内
の

大
手
花
仲
卸
の
フ
ロ
ー
レ
21

（
21
世
紀
の
意
味
）
の
大
田

店
長
を
さ
れ
て
い
た
。
昭
和

花
き
研
究
会
（
１
９
８
４
～

２
０
１
５
）
が
か
す
み
草
等

を
出
荷
し
て
い
た
大
田
市
場

の
仲
卸
中
央
花
き
と
隣
接
し

た
仲
卸
で
あ
っ
た
。
松
山
氏

は
そ
の
後
、
本
社
の
企
画
担

当
に
異
動
さ
れ
、
後
に
退
社

さ
れ
、
現
在
は
千
葉
県
一
宮

市
で
著
述
業
を
営
む
。
そ
の

松
山
氏
か
ら
当
時
依
頼
が
あ

り
、
２
０
０
４
年
12
月
8
日

に
、都
内
東
進
倉
庫
脇
の
ル・

カ
ヴ
ォ
ー
と
い
う
カ
フ
ェ
で

講
演
会
が
企
画
さ
れ
そ
の
年

の
11
月
に
渡
欧
調
査
し
た
海

外
花
事
情
を
講
演
し
た
こ
と

が
あ
る
。

　
松
山
氏
は
昭
和
村
に
も
何

度
も
来
ら
れ
、会
津
若
松
、田

島
等
で
も
花
事
情
に
つ
い
て

講
演
さ
れ
て
い
る
。雑
誌『
会

津
学
』
に
も
寄
稿
さ
れ
て
い

る
。
さ
て
、
そ
の
松
山
氏
が
、

『
横
浜
植
木
物
語
』の
執
筆
を

担
当
さ
れ
、
途
中
経
過
等
も

随
時
、
話
を
う
か
が
っ
て
い

た
。

　
リ
シ
ア
ン
サ
ス
（
ト
ル
コ

ギ
キ
ョ
ウ
）
や
ア
ル
ス
ト
ロ

メ
リ
ア
を
栽
培
さ
れ
て
い
る

生
産
者
に
は
、
横
浜
植
木
は

有
名
な
育
種
・
海
外
種
苗
輸

入
業
者
と
し
て
現
在
も
知
ら

れ
て
い
る
。
１
３
０
年
前
の

明
治
24
年
に
創
業
し
た
園
芸

関
係
の
輸
出
入
商
社
で
あ
る
。

本
書
は
、
１
３
０
年
間
の
チ

ラ
シ
、
広
告
、
関
連
一
次
資

料
を
網
羅
し
た
明
治
・
大
正
・

昭
和
が
理
解
で
き
る
百
科
事

典
と
も
な
っ
て
い
る
。

　
さ
て
、
松
山
氏
が
近
藤
氏

と
担
当
し
た
本
書
３
６
１

ペ
ー
ジ
に
、
戦
前
の
ロ
シ
ア

と
横
浜
植
木
の
商
取
引
に
つ

い
て
の
記
述
が
あ
る
。

　
大
正
6
年
4
月
、
横
浜
植

木
は
ロ
シ
ア
の
ウ
ラ
ジ
オ
ス

ト
ク
に
支
店
を
開
設
す
る
。

そ
の
後
、
革
命
が
お
き
て
ソ

ビ
エ
ト
と
な
る
の
だ
が
、
園

芸
取
引
は
継
続
し
た
。
当
時

の
ソ
ビ
エ
ト
政
府
か
ら
、
要

望
を
受
け
、
様
々
な
農
産
物

の
種
苗
を
ソ
ビ
エ
ト
に
出
荷

し
て
い
る
。

　
イ
チ
ビ
、
ラ
ミ
イ
、
支
那

油
桐
な
ど
で
あ
る
。
昭
和
8

年
に
は
静
岡
県
よ
り
茶
の
種

子
を
37
ト
ン
出
荷
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
ス
タ
ー
リ
ン
の
故

郷
グ
ル
ジ
ア
に
播
種
さ
れ
た

と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
日
本

と
気
候
が
似
て
お
り
、
日
本

の
竹
も
繁
茂
し
て
い
る
と
い

う
）。
ラ
ミ
イ
と
は
か
ら
む

し
の
こ
と
で
、
そ
の
種
子
は

戦
前
日
本
政
府
が
管
理
す
る

農
事
試
験
場
の
宮
崎
県
川
南

分
場
か
ら
採
取
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
の
川
南
分
場
が

保
全
し
て
い
た
世
界
の
か
ら

む
し
種
苗
の
一
部
が
、
広
島

の
ト
ス
コ（
株
）三
原
工
場
が

委
譲
を
受
け
、そ
こ
か
ら
、20

年
前
に
、
か
ら
む
し
工
芸
博

物
館
の
世
界
の
苧
麻
園
（
野

外
展
示
施
設
）
に
品
種
保
管

圃
場
と
な
っ
た
。
川
南
は
茶

の
試
験
場
と
な
り
現
在
か
ら

む
し
は
無
い（
当
欄
で
既
報
）。

◀︎　
『
横
浜
植
木
物
語
』
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地
域
お
こ
し
協
力
隊　

松
尾
悠
亮

蓬
莱
亭
の
３
つ
の
顔
①

狂
歌
師
―
師
真
顔
と
作
品
―

　
前
回
（
第
20
回
）
は
「
五

左
衛
門
目
安
」
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
目
安
を
後
世
に

伝
え
た
蓬ほ

う
ら
い
て
い

莱
亭
と
い
う
人
物

に
つ
い
て
少
し
触
れ
ま
し
た
。

今
月
か
ら
は
蓬
莱
亭
に
つ
い

て
詳
し
く
ご
紹
介
し
ま
す
。

⑴ 

蓬
莱
亭
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

束
原
安
則
、
小
中
津
川
村
の
人
。

天
明
７
年
（
１
７
８
７
）

1
月
1
日
生
、
嘉
永
4
年

（
１
８
５
１
）
1
月
28
日
歿
。

65
才
。
円
治
、
峯
光
、
蓬
莱
亭
、

善
右
衛
門
（
6
代
目
）
と
い
う
。

農
業
の
か
た
は
ら
、
か
ら
む
し
、

塩
な
ど
を
商
な
っ
た
が
、
狂
歌

師
と
し
て
知
ら
れ
る
。
狂
歌
は

鹿
都
部
真
顔
に
学
び
、
勉
学
を

重
ね
て
判
者
を
許
さ
れ
た
。
門

人
70
余
人
を
ひ
き
い
て
精
進
し
、

狂
歌
を
俳
諧
歌
に
か
え
そ
う
と

す
る
運
動
に
呼
応
し
て
見
る
べ

き
作
あ
り
。
原
稿「
秋
草
枕
」「
た

は
む
れ
」
現
存
。

（『
昭
和
村
の
歴
史
』

１
１
７・１
１
８
頁
よ
り
引
用
）

⑵ 
１
つ
目
の
顔
：
狂
歌
師

　
『
昭
和
村
の
歴
史
』
に
、
蓬

莱
亭
は
、
狂
歌
師
と
し
て
活

躍
、
鹿し

か
つ
べ
の

都
部
真ま

が
お顔
に
学
ん
だ

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
鹿

都
部
真
顔
（
１
７
５
３
～

１
８
２
９
）
は
、
初
め
は
戯

作
を
書
い
て
い
ま
し
た
が
振

る
わ
ず
、
大お

お
た田

南な
ん
ぽ畝

に
学
ん

で
後
に
狂
歌
師
と
し
て
活
躍

し
ま
し
た
。
南
畝
が
中
心
と

な
り
当
時
の
文
芸
界
の
主
流

に
な
っ
て
い
た「
天
明
狂
歌
」

（
鋭
い
機
智
と
軽
快
な
笑
い

を
基
調
と
す
る
）
と
は
一
線

を
画
し
、
狂
歌
を
鎌
倉
・
室

町
期
の
格
調
高
い
も
の
（「
俳

諧
歌
」
と
真
顔
は
名
づ
け
ま

し
た
）
に
戻
す
と
い
う
文
芸

復
興
運
動
を
行
っ
た
人
物
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
（
出

典
：『
国
書
人
名
辞
典
』
鹿
都

部
真
顔
・『
国
史
大
辞
典
』
狂

歌
の
項
）。

蓬
莱
亭
も
真
顔
の
運
動
に
参

加
し
て
い
ま
し
た
。『
俳
諧
歌

出し
ゅ
っ
せ
い情
百
首
』
と
い
う
真
顔

の
狂
歌
集
が
あ
り
ま
す
（
撰

者
名
は
鹿
都
部
真
顔
で
は
な

く
四よ

も
の
う
た
が
き

方
歌
垣
真
顔
）。『
俳
諧

歌
出
情
百
首
』（
個
人
蔵
、
画

像
１
）
に
は
、
江
戸
で
活
躍

し
て
い
た
真
顔
が
全
国
か
ら

集
め
た
俳
諧
歌
が
載
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
今
回
ご
紹
介
す

る
6
巻
～
10
巻
に
は
、
蓬
莱

亭
（「
会
津 

安
則
」）
の
歌
12

首
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
俳
諧
歌
出
情
百
首
』
に
収

録
さ
れ
た
蓬
莱
亭
の
歌
2
首

を
紹
介
し
ま
す
。
１
首
目
は
、

「
は
た
の
如ご

と
し

瀧
の
白
糸 

お

り
は
へ
て 

三
だ
ん
斗ば

か
り 

ミ
ゆ

る
布
引
」（
画
像
２
）。
瀧
の

流
れ
る
様
子
に
機
織
り
・
布

引
（
布
を
さ
ら
す
た
め
に
広

げ
る
こ
と
）
を
か
け
た
歌
で

し
ょ
う
か
。
続
い
て
2
首
目

は
、「
天
の
川 

泉
ハ
ミ満

ち
け

り 

鵲か
さ
さ
ぎの 

は橋し
か
け
ず
と
も 

夜
ハ
ふ
け
渡
る
」（
画
像
３
）。

織
姫
と
彦
星
が
七
夕
で
も
会

え
な
い
さ
び
し
さ
を
詠
ん
だ

歌
で
す
。〈
つ
づ
く
〉

vol.21

◀︎　
【
画
像
1
】

四
方
歌
垣
真
顔
撰　
『
俳
諧
歌
出
情
百
首
』〈
6
巻
～
10
巻
〉

（
個
人
蔵
）

◀︎　
【
画
像
２
】

◀︎　
【
画
像
３
】
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( 原文 )
Hello residents of Showa Mura,
I hope you are all doing well.
The weather is getting a lot hotter now, 
which is making me miss the beach.
In Africa it would take a 14-hour drive to 
get to the beach, so we used to camp by 
the beach for a week whenever we got 
the chance to go. 
In New Zealand, a beach is less than 30 
minutes away and there are hundreds to 
choose from. Coming from a landlocked 
country- my family really treasures 
beaches. In the New Zealand Summers, 
we like to camp at the beach and 
celebrate Christmas. 
We often bring our boat and go sailing 
when we are at the beach. But before we 
go out sailing its important that we put 
on lots of sunscreen.It’s very easy to get 
sunburnt in New Zealand.
I was surprised to see how small 
sunscreen bottles are in Japan. You can 
buy anything from 65ml to 1 Liter of 
sunscreen in New Zealand. If it's sunny 
weather during any season, its best to 
wear sunscreen.
I have yet to visit a beach in Japan, but I 
look forward to it.
Is sailing popular in Japan?
Until next time.

- Annick

（日本語訳）
　昭和村民の皆さん、こんにちは。
　皆さま、お元気でお過ごしのことと思います。
　現在、気候がどんどん暑くなってきており、
そのせいで、ビーチがとても恋しくなってきた
ところです。
　アフリカでは、海まで車で 14 時間もかかっ
ていたので、行けるチャンスがあった時にはい
つも、海のそばで 1 週間ほどキャンプをして
いました。
　ニュージーランドでは、30 分もかからずに
海に行けて、しかも何百ものビーチの中から選
べるのです。内陸の国から来た私の家族は、本
当にビーチを（宝物のように）大切に思いまし
た。ニュージーランドの夏には、私はビーチで
キャンプをしながらクリスマスを祝うのが好き
です。（※訳者註：ニュージーランドは南半球
にあるため、日本とは四季が逆になっており、
12 月は真夏です。）
　私達は自分のボートを持参して、ビーチにい
る間にセーリング ( 航海 ) に出かけます。しか
し、私達が船に乗る前には、日焼け止めをたく
さん塗ることが重要です。ニュージーランドで
は簡単に日焼けしてしまうからです。私は、日
本の日焼け止めを見て、その容器の小ささに驚
きました。ニュージーランドでは日焼け止めは
65ml から 1 リットルまであり、どれも手に入
ります。季節を問わず、晴れた日には日焼け止
めを塗るのがベストなのです。
　私は日本のビーチにはまだ行っていませんが、
今から行くのを楽しみにしています。
　日本では「セーリング」は人気がありますか ?
　またの機会まで

アンニック

#7

外国語指導助手
アンニック先生

浜辺（ビーチ）
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警察署からのお知らせ 昭和村内街頭犯罪等発生状況
（令和 3 年 6 月末現在）

区　　分 管内 昭和村

街

頭

犯

罪

強 盗
空 き 巣
忍 び 込 み
事務所荒らし
出 店 荒 ら し
自 動 車 盗
オートバイ盗
自 転 車 盗
自販機ねらい 1
車 上 ね ら い
ひ っ た く り
部 品 ね ら い
強制わいせつ

街 頭 犯 罪 合 計 1 0
その他刑法犯等 23 1
全 刑 法 犯 24 1

※その他刑法犯等には、暴行、傷害、万引き、
詐欺、器物損壊などの犯罪発生件数が含

　   まれます。
   ※上記発生件数は、令和 3 年 1 月 1 日から
　   の累計数になっています。

なりすまし詐欺の被害状況

令和 3 年 6 月末の被害認知状況
被 害 件 数　52 件　　　  （前年比　▲ 19 件）
被 害 額　7,612 万円　（前年比　▲ 3,644 万円）

　（内訳）
　オ レ オ レ 詐 欺　13 件 2,798 万円（前年比　  11 件、        2,613 万円）
　預 貯 金 詐 欺　  5 件    485 万円（前年比 ▲ 16 件、▲ 1,559 万円）
　架空料金請求詐欺　  7 件    532 万円（前年比 ▲　3 件、▲ 3,246 万円）
　融資保証金詐欺　  0 件　　　　　   （前年比 ▲　2 件、▲       47 万円）
　還 付 金 等 詐 欺　11 件    907 万円（前年比　     7 件、           408 万円）
　キャッシュカード詐欺盗　16 件 2,890 万円（前年比▲   16 件、       1,813 万円）

※オレオレ詐欺が急増中！電話で金の話をされたら詐欺！

お金を要求されたら、警察や家族に相談！

火事・救急・救助は 119 会津坂下消防署昭和出張所　
☎ 57-2119　http://www.119-aizu.jp/

消防署からのお知らせ

熱中症予防×コロナ感染防止で
「新しい生活様式」を健康に過ごしましょう！

　熱中症は炎天下でなるものと思いがちですが、室内でじっとしていても熱中症にな
る場合がありますので、注意が必要です。

≪熱中症予防のポイント≫

　◆ 室温 28℃を超えないようにエアコンや扇風機をうまく使おう！
　◆のどが渇かなくても、渇く前にこまめに水分 ( 塩分 ) 補給！
　◆無理をせず、適度に休憩を！
　◆日頃から栄養バランスの良い食事と体づくりを！
　◆屋外で人と 2m 以上離れている時はマスクを外す！

≪熱中症の分類と対処法≫

めまい・立ちくらみ
手足のしびれ

症　　状 対　　処

頭痛・吐き気・だるい
体に力が入らない

集中力の低下

意識障害・けいれん
運動障害

涼しい場所へ移動
安静・水分補給

涼しい場所へ移動
安静・体を冷やす
水分、塩分の補給

涼しい場所へ移動
安静・体が熱ければ
保冷剤などで冷やす

口から飲めない場合や
症状が改善しなければ

受診が必要

ためらうことなく

119 番

軽
度
　
　
　
　
重
度
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◆ ◆ ◆ すみれ荘だより◆ ◆ ◆
● 8 月の行事予定
　8 月 10 日 ( 火 )　総合健診
　8 月 11 日 ( 水 )　総合健診
　8 月 12 日 ( 木 )　総合健診
※感染予防対策として、受付時間を分けて
実施します。受付時間について、個別の案
内通知をご確認ください。
　8 月 25 日 ( 水 )　乳幼児健診　9：00～
～新型コロナウイルス感染症関連情報～

【新型コロナウイルス感染症対策について】
　県内では、再び感染者が増加傾向にあり
ます。改めて感染症予防対策の徹底をお願
いします。

●ワクチン接種を 2 回終了された方につ
いても、感染予防対策の継続をお願い
いたします。

　マスクの着用、手洗い、手指消毒を継
続し 3 密を避けるようお願いします。

●感染リスクを高めやすい場面を避けま
しょう。

　・「飲酒を伴う懇親会等」
　・「大人数や長時間におよぶ飲食」
　・「マスクなしでの会話」

●重要となるのは「換気」です。閉鎖的
な空間を避け、「定期的な換気」を行い
ましょう。

╋ 8 月の休日当番医 ╋
1日(日) 荒井医院

☎ 0242-83-2224 ( 会津坂下町 )
8日(日) 遠山眼科医院

☎ 0242-83-2011 ( 会津坂下町 )
9日(月) もこぬま内科消化器科医院

☎ 0242-56-5622 ( 会津美里町 )
15日(日) 坂下厚生総合病院

☎ 0242-83-3511 ( 会津坂下町 )
22日(日) こばやしファミリークリニック

☎ 0242-55-0388 ( 会津美里町 )
29日(日) 昭和村国保診療所

☎ 0241-57-2255 ( 昭和村 )

次回広報発行までの間の休日当番医を掲載
します。通院の参考にして下さい。

◆ ◆ ◆ 戸 籍 の 窓 口 ◆ ◆ ◆
令和 3 年 6 月 1 日～ 6 月 30 日受付　

● お 誕 生 お め で と う ご ざ い ま す

今月の届け出はありません

● ご 結 婚 お め で と う ご ざ い ま す

今月の届け出はありません

● お く や み 申 し 上 げ ま す

五 ノ 井　 幸 子 さん 69 歳 中 向

栗 城 　 寛 さん 82 歳 松 山

小 林　 要 一 さん 97 歳 小 中 津 川

齋 藤　 チ ヨ セ さん 92 歳 中 向

※戸籍の窓口への掲載を希望されない方は
届出の際にお申し出下さい。

昭和村は交通死亡事故ゼロの記録更新中です。

交通死亡事故ゼロカウンター

日目
（7/28時点）

◆ ◆ ◆ 昭和村の人口◆ ◆ ◆
令和 3 年 7 月 1 日現在※住民基本台帳人口

人 口 1,192 人 (－ 6) 出 生 0 人

男 577 人 (－ 4) 死 亡 4 人

女 615 人 (－ 2) 転 入 0 人

世 帯 数 649 戸 (－ 2) 転 出 2 人

◆ ◆ ◆ 今 月 の 納 税 ◆ ◆ ◆
◎  村県民税 （2 期）

◎  国民健康保険税 （2 期）

◎  後期高齢者医療保険料（１期）

◎  介護保険料 （2 期）

〔納期限：令和 3 年 8 月 31 日〕
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お知らせ

　例年より早い梅雨明けのあとは、一気に本
格的な夏となった昭和村。
　いきなりの連日の猛暑に、体が追いつきま
せん…。そして、グングン伸びる草に対して
草刈りも追いつきません（笑
　今年は、全村的に蛍が大量発生の「当たり
年」のようで、普段見かけないような場所で
も、蛍を見かけました。そして、矢ノ原では、
数年前に大量発生したマイマイガの幼虫が多
く確認されているとの話もありました。10
年周期と言われているので、来年あたり、ま
た大量発生するかもしれませんね…。（こ）

皆様からの情報お待ちしております！

　広報しょうわでは、皆様からの情報を
お待ちしております。お気軽に下記まで
お寄せ下さい。

役場 総務課 企画創生係
☎ 0241-42-7717

kikakusousei@vill.showa.fukushima.jp

薬剤師のつぶやき：帯状疱疹（つづらご）のワクチンについて
福島県立宮下病院
薬剤師　長谷川佑美

　皆さんは、帯状疱疹（つづらご）がワクチンで予防できることをご存じですか？

　帯状疱疹という病気は、治ったあともつらい神経痛が続き、苦しんでいる人が多くいるの

が現状です。帯状疱疹の予防接種には現在、50 歳以上の方を対象とした 2 種類のワクチン

があります。1 回で接種完了の比較的安価なものと、2 回の接種を必要としますが、強力な

予防効果をもつ高価なものです。いずれも自費接種となりますが予防効果があり、帯状疱疹

後の神経痛を減らす効果があるといわれています。

　詳しい内容についてご興味がありましたら、宮下病院までお気軽にお問い合わせください。

お問い合わせ先：宮下病院　☎ 0241-52-2321

博士
トンネル
メーター

現在、施工中の国道401号博士トンネルは、
7月2日の昭和村側からの発破により、全長4,503mが貫通しました！

■会津美里町側　2,271m■昭和村側　2,232m

(7 月 2 日時点 )

貫通

宮下病院だより



いままで起こったことがないから。前は大丈夫だったから。

万が一水害になっても、ここまでは来ないだろう。

そんな油断をしているうちに、あの日、水害はやってきました。

たとえ川の水かさが増しても、まさか堤防が壊れたりしないだろうと思いがちです。

水害に備えるためにまず、ハザードマップで水害リスクを確認することが大切です。

避難場所や方法もあらかじめ確認して早期避難に備えてください。

自分の命を、そして大切な人の命を守るために、迷わず早めの避難を。

あなたも今すぐ水害に備えましょう。

「大丈夫だと思っていた」、

令和元年東日本台風で水害を経験した方が、後日、語ってくれました。

福島県では、いつ起こるかわからない水害に備えるため、

令和元年東日本台風の被災者の経験を基とした動画を作成しました。

動画を観て、防災について考えてみましょう。

https://www.pref.fukushima.lg.jp/w4/ima-abunai/
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